４　江戸中期のころの村々
　江戸時代中頃の泊の村々のようすはどうであっただろうか。文化8年ごろと思われる「村々明細」に次の記録があり、村ごとにそれぞれ解説を試みることにする。

筒地

　　　　　土免六ツ三分　高七拾四石七合

　　　　　　　　　　　　弐拾弐軒

　　　　　一七　　藪十六匆　悪加三石

　　　　　一一

　　　役高弐拾人　内拾五人地井手ニメ五人

　　　大豆高拾石六斗六升壱合

　土免とは藩に納める年貢の割合で、「土免六ツ三分」とは、田畑の公定取れ高の6割3分を年貢とするということである。

　筒地の土免は今の泊7か村中最も高い。これは田畑の日当りや、水の便利がよく、肥草を取る草山が近いなど、耕作に都合がよかったためであろう。高七拾四石七合とは、田畑の公定取れ高の合計で、これは田畑の増減によって変わった。22軒であった。筒地の戸数は少なくとも藩政時代の中ごろから長く20軒内外で、ほとんど増減がない。これは田畑の増反が無理で、余業・副業もまれで、分家を作る事も出来なかったことなどの理由によるものであろうか。
　「一七」、「一一」というのは、上田上畑1反歩の公定取れ高で、上田からは1石7斗、中田1石5斗、下田1石3斗、下々田1石1斗、上畑からは、1石1斗、中畑9斗、下畑7斗、下々畑5斗の米に相当する作物が取れるとしてあった。（各村の田畑は品により、各上、中、下、下々の4等級にし、1段下る毎に公定取れ高が2斗下る事にされていた）。

　筒地の公定取れ高は、7か村の中位で、これは土地条件がそのようであったことを示している。「悪加三石」は、「悪田加損三石」の略で、悪い田地の年貢を全体として3石差し引く。
　加損は悪田につけるものであるから、藩は「加損帳」を基に、時々取り調べて加損をつけかえるのが建前であったが、ほとんどつけかえる事はなかった。

　「役高弐拾人」とは、筒地の村からは毎年田地の溝さらえなどに20人役の人夫をただで出す事になっていた。村人はこれを地井手といったが、当時地井手には15人出させ、残りの5人は他の仕事をさせるとか、銀を出させるとかしていた。これが「役高二十人　内拾五人地井手ニメ五人」の意味である。

　「大豆高拾石六斗六升壱合」―これは畑につく附加税で、大豆を出すことが原則であるが、時には米にかえて出させる事もある。後で記すように、他の村々からも大豆を出しているが、大豆の多少は畑高の多少を表わしている。
小浜

　　　　　土免五ツ弐分　高八拾四石五斗八升六合

　　　　　　　　　　　　　三十六軒

　　　　　一八　塩　壱石七斗
　　　　　一　　悪加五石

　　　役高八拾人　内三拾四人二地井手

　　　　　　　　　メ四十六人

　　　大豆高拾弐石六升四合

　「塩壱石七斗」―これは「塩浜役壱石七斗」の略。小浜には古くから塩浜があって、その税として年々米1石7斗を納めていた。塩浜は多くの村人が持ち、海水をまき、砂をかき集め、釜で煮つめて塩を作る原始的なものであった。各戸の塩浜は縦何間、横何間と規定され、その広さによって役高も異っていた。

石脇
　　　　　土免五ツ八分　高弐百七拾弐石五斗弐升

　　　　　一八　　　六十九軒　　　　　　　　三合
　　　　　一一　　　藪六分

　　　　　　　　　　塩六合

　　　　　悪加五斗　壱石三斗　塩荒加損

　　　役高百四十六人　内六拾弐人　地井手ニメ七拾八人

一、 村惣持堂　長清寺弟子　林山　頭組合引受

　　　大豆高　弐拾八石八斗五升九合

　「塩荒加損」－当時塩浜が荒れていたので、塩浜役6石の内から1石3斗差引かれていたのである。「村惣持堂」は観音堂であろう。此の時のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どう),堂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もり),守)は長清寺の弟子林山で、堂の保管は組頭がやっていたものらしい。

泊

　　　　　土免四ツ九分　高八拾三石四斗七升六合

　　　　　一八　　　百八十九軒

　　　　　　八　　　海役弐百目

　　　頭組合引受

一、 村惣持堂　長清寺弟子比丘尼弓然

同断

　　　一、同断　　　称名寺弟子諦全

　　　一、持仏堂　　同　　比丘尼退住

　　　　　　　　組内堂主　長七の子　鉢屋勘左衛門
　　　　　　　　大豆高八石六斗六升九合

　泊の年貢の率は、高の4割9分で、泊7か村中最も低い。これは田の多くが狭い棚田であり、畑の大半は傾斜の多い山畑である故と思われる。

　「長清寺弟子比丘尼弓然」が守していた堂については不明。「称名寺弟子諦全」が守していたのは地蔵堂、「退住」があった持仏堂は、観音堂かと思われる。

　泊の竃189軒の職業は漁業・商業・農業と雑多であったがその内訳は不明。泊7か村中他の6か村の戸数が、少なくとも藩政時代の中ごろから終りごろにかけてほとんど増減がないのに反し、泊だけは次の様に変動を見た。

　　　寛政元年161、文政5年189、天保9年161、慶応□年339、明治5年244。

　泊は大所で、宿場であり、御番所もあって、ここには他の農村に許されぬ宿屋、小店も出来、商業・漁業が発展して、次第に戸数や人口が増加したと思われる。泊に残る屋号には、さかい屋、はしづ屋、あかし屋、あかさき屋、びぜん屋、わかさ屋、かろ屋、長瀬屋、宝木屋など、関わりのある地名をとったと思われるもの、こう屋、よろづ屋、す屋、なべ屋、あらもの屋、べに屋、かさ屋、あめ屋、おけ屋、米屋、新米屋など、その家の商いを現わすと思われるものがある。
　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちや),鉢屋)」は警察の末端を担い、罪人の逮捕、牢番などに当るため、所々に配置され、役人の指図によって立ち働いた。泊には御番所があり、宿場で往来も多かったため、配置されていたのである。

　泊には浦手御用、宿場御用が多かったので、地井手人夫は御免であり、大豆年貢も少なかった。
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園

　　　　　土免五ツ五分　高四百六石七斗六升

　　　　　一九　　　竃八拾七軒

　　　　　一一　　　定壱石六斗　悪弐石

　　　　　　　　　　藪三匆五分　塩六石

　　　役高百四十人内六十人　地井手ニメ八拾人
一、 村惣持堂
　　　　　大豆高三拾弐石六斗八升四合

　園の上田1反歩公定取れ高は壱石九斗、上畑の公定取れ高は壱石壱斗で、これは泊7か村中最高である。園には、そのころ阿弥陀堂、薬師堂などがあったと思われる。ここに「村惣持堂」とあるのはそのいずれかであろう。

　「定壱石六斗」とあるのは、定加損壱石六斗のこと、「悪弐石」とあるのは、「悪田加損弐石」のことで、定加損の方は長年にわたって変わらぬ加損で、悪田加損の一時的な加損と異なる。

原

　　　　　土免四ツ九分　高三百弐拾弐石壱斗弐升九合

　　　　　一八　　　竃三拾五軒

　　　　　一一　　　藪三匆　　悪五石

　　　役高四拾人内廿人地井手ニメて百廿人

　　　大豆高八石五斗七升七合

　原の土免（年貢の割合）は泊と同様四ツ九分で、7か村中の最下位である。原の田地は泥の深い水田が多く、耕作には多くの人力を要した。これが低い土免となったのである。

　なお、原は、藩政時代には舎人谷の1村として、行政上扱われることが多かった。

宇谷

　　　　　土免五ツ壱分

　　　　　高百九拾九石壱斗三升九合

　　　　　竃七拾軒

　　　　　一八　定弐石　悪三石

　　　　　一一　藪三匆　塩四石

　　　役高八拾人　内廿七人地井手ニメて五拾三人

　　　一、持仏堂　　　　　　　　鉢屋半七

　宇谷には当時薬師堂があったが、これがここに記されている持仏堂であるか否かは不明である。他は既に解説したとおりである。

